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イソウロウグモの生活史

横浜高等学校 生 物部 小 ナ||

顧 間 安 回

1.は じめに

横浜高校生物部では1997年に横浜市磯子区の円海山で

3か所の調査区域を設定し、イソウロウグモとホストの

クモとの関係を調査した
1)。その結果、イツウロウグモ

はジョロウグモやシロカネグモのように出現期間が長く、

網の面積が大きいクモをホストにしていることがわかっ

た。特に、ジョロウグその多い調査区域ではシロカネイ

ツウロウグモも多く、ジョロウグモはンロカネイソウロ

ウグモの重要なホストであることがわかった。

その理由として、

①ジョロウグモの網は目が細かく、また捕獲面の他にバ

リア面があるため同居するスペースが大きい。

②生活史がジョロウグモの成長に同調している。

ということが考察された。

しかし、シ。カネイソウロウグモの生活史については

報告例が少なく、あまり調べられていないことがわかっ

た。

1999年4月からほぼ2週間に1度の頻度で円海山に行

き、シロカネイソウロウグモの個体数や体長、卵襲の有

無を調査した。また、円海山での野外調査と同時に、調

査地付近でシロカネイソウロウグモや卵嚢を採集し、飼

育観察した。野外調査と飼育観察の結果からシロカネイ

ソウロウグその生活史を考察し、ジョロウグモの成長と

どのような関係があるかを考察したので報告する。

2.目 的

シロカネイソウロウグモの生活史を調べ、ジョロゥグ

モのホストとしての適性を考察する。

3.方 法

(1)円 海山での野外調査

a.調 査区域

調査は、横浜市磯子区の円海山 (氷取沢市民の森)で

おこなった。谷沿いの遊歩道で、氷取沢側のハイキング

コースの入り日から道沿いに30mま での範囲で調査をお

こなった。調査区域の環境は、大岡川に近く、日当たり

道彦 ・奥野 由 記 ・小澤 宏 之 ・篠塚 祐 介

明雄

がよい場所で、ツパキやクヮの木が道沿いに見られた。

周辺は氷取沢農専地区の畑地であった。

b.踊 査日

調査は、1999年4月から始めた。以下のように、お

よそ2週間に1度の頻度で調査日を設定した。

調査日11999年4月17日、5月 1日、5月15日、 5月 29

日、6月 5日、 6月19日、7月 6日、 7月22日、8月 2

日、 8月 16日、 9月 4日、 9月 18日、10月2日、10月16

日 全 14回

Ct調 査項目

調査区域内で、直径10cm以上の網をはっている円網

種のクモの種名を記録し、網の縦・横の長さを測った。

そして、シロカネイツウロウダモがいる場合は70%ア ル

コールの液浸標本にして持ち帰り、実体顕微鏡を見なが

ら体長を測った。また、同時に生殖器を見て成体か幼体

かを調べた。

(2)飼 育観察に供した個体と卵裏

①雌成体Ai6月 (採集日不明)に 調査地の近くで、採

集をした。プラスチックの水槽の中でホストのクモと

同居させ飼育をした。ホストのクモは、7月 6日 まで

はアオオニグモ雌成体、それ以降はヤマシロオニグモ

雌成体を用いた。アオオニグモは縦12cm×横19cm x

高さ13cn、 ヤマシpォ ニグモは縦15cm× 横25cm X

高さ]8cmの プラスチックの水槽を用いて飼育をした。

餌はミルヮームを1日 1回ホストの網にかけたが、ど

のホストの場合もシロカネイツウロウグモが採餌して

いるところが確認できた。

②卵嚢A:6月 19日に採集し、フィルムケースの中に入

れ観察した。

③雌成体B:9月 18日に調査地近くで雌成体を採集し、

フィルムケース内で飼育した。

④卵霊B:雌 成体Bが 9月19日にフィルムケース内に産

卵したもの。

4.結 果

(1)開 海山での野外調査
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a.個 体数の変化

4月から10月までシロカネイソウロウグモは446頭見

られた。他のイソウロウグモは、 トビジロイソウロウグ

モが1頭、アカイソウロウグモが2頭見られただけで、

シロカネイソウロウグモが99%を 占めていた。

円網種のクモは全部で320頭で、ジョロゥグモが256頭

見られた。次に多かったのはシロカネグモで41頭見られ

た。円網種の優占種のクモは、調査時期によって移り変

わリカざはっきりと見られた。 4月 17日、 5月 15日はヨツ

デゴミグモ、5月29日、 6月 5日 はシロカネグモ、それ

以降は、ジョロウグモが優占種であった。

シロカネイソウロウグモの個体数と円網種の中でジョ

ロウグモの占める割合との関係を図1に示した。またシ

ロカネイソウロウグモの個体数とジョロウグモの網の面

積との関係を図2に示した。今回の調査でも、前回の調

査と同様に、シロカネイソウロウグモの個体数は、ジョ

ロウグモの個体数や網の面積の増加と同調しているので、

シロカネイツウロウグモにとってジョロウグモは重要な

ホストであるといえる。

b.卵 車の記録

卵嚢は、ホストの円網の近くに産み付けられていた。

卵曇の大きさは3mm、 薄茶色でつぼ形をしている。雌

によるガードはみられなかった。卵霊が見られた日は、

6月 19日、 8月 16日、9月 18日、10月2日であった。

C.体 長の変化

図3に、調査日ごとの各体長の頻度を示した。

シロカネイソウロウグモの成体の体長は、雌は2.5-

35mm、 雄は2.0-23mmで ある
2)、6月19日と7月 6

日は、全ての個体の体長が2.5mmを 越えていた。成体

の割合も高く、6月19日は75%、 7月 6日は100%であっ

た。体長が2.5mmを 越える個体が見られた時期は、シ

ロカネイソウロウグモがいなかった6月 5日を除き、5

月29日から9月 18日まで連続して見られた。この時期は、

成体が見られた時期と一致している。

また、体長がlmm以 下の個体は、7月22日、8月 2

日、9月から10月にかけて見られた。特に9月 4日 は半

数近くがlmm以 下の個体であった。卵霊を採集し、出

嚢した直後の幼体の平均体長は0.7mm(サ ンプル数3)

であった。したがって、体長がlmm以 下の個体は、出

曇せて間もない個体であると考えられる。

7月22日から9月 18日までは、出嚢して間もない個体

から成体まで多様なサイズの個体が見られる。

図4に、調査日ごとの体長の最大・最小と平均の推移

を示した。5月29日と7月22日から9月18日にかけて最

大と最小との差が大きいのは、多様なサイズの個体がい

るからである。また、4月、5月、10月はサイズが均一

になっている。成体の割合が高い時期は、平均体長が大

きく、7月22日、9月以降は出長して間もない個体が多

く、平均体長が1.5mm以下になっている。

(2)銅 育実験

雌成体Aは、6月16日、 7月19日、 8月 2日、 8月 16

日に産卵をし、8月20日に死亡した。未受精卵のためか、

子グモは出てこなかったが、 1頭 のメスは2ケ月にわた

り複数回の産卵をおこなうことが分かった。

卵嚢Aか ら、7月 5日に子グモが12頭出てきた。また、

雌成体Bは、フィルムケース内に産卵をし (卵嚢B)、

10月8日に子グモが18頭出てきた。このことから、産卵

から出嚢までは、産卵の時期によらず20日ほどかかるこ

とが分かった。

5.考 察

4月19日から7月 6日までは、個体数の推移や体長の

ばらつきが小さいことから、同世代の個体が成長してい

るものと考えられる。10月2日、10月16日、4月17日、

5月 1日の平均体長は1.5mmで、ばらつきも小さくなっ

ている。1999年2月20日に、円海山でビーティングによ

り3頭のシロカネイソウロウグモを採集した。 3頭の平

均体長は1.6mmで あった (1.7mm× 2頭、1.4mm×

1頭)。これらのことから前年の秋に生まれた幼体は、

出曇の時期によらず体長が15mm程 度まで生育したと

ころで冬を越し、5月に成体になると考えられる。

また、5月に成体になった個体は6月から8月にかけ

て複数回産卵をするため、出霊の時期のずれにより7月、

8月は多様なサイズの個体が見られると考えられる。

7月 6日から7月22日にかけてと8月16日から9月 4

日にかけては、サイズが大形から小形に急激に変化して

いる。両日とも小形の個体には、出嚢して間もないと思

われる体長 lmm以 下の幼体が多く見られる。

6月19日に初めて卵嚢が見られたことから、7月22日

に見られた出嚢して間もない幼体の親は、前咋の秋に生

まれ、5月に成体になった世代であると考えられる。

9月 4日に見られた出霊して間もない幼体の親は、雌

が8月中旬まで複数回産卵をし、産卵から出嚢するまで

20日かかるとすれば、5月に成体になった世代であると
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考えられる。しかし、8月16日から9月 4日は、急激に

幼体が増えているので、 7月22日に見られた出嚢後まも

ない世代の個体が成長して成体になり、この時期に産卵

していると考えられる。このことから、シロカネイソウ

ロウグモは年 2世代で、8月には、前年の秋に生まれて

5月に成体になった世代と、その世代を親とする7月に

生まれた世代とが混在していると考えられる。

以上のように、ンロカネイソウロウグモの産卵期や、

出襲後に個体数が急激に増える時期とジョロウグモの個

体数や網の面積が増える時期と力!単致している。したカ
ミ
っ

て、シロカネイソウロゥグモの生活史からもジョロウグ

モがホストとして適しているといえる。
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図 1.シ ロカネイツウロウグモの個体数とジョロウグモの占める割合

5/15    5/29    6/6    6/19    ,/6    7/22    3/2    3/16    9′ 4    9,18    10'2

調査日

cコ ジョロウグモの栂面積 Eコ ンElカネグモの相面嶺 ― シロカネイツウ0ウ 個体数

図2・シロカネイソウロウグモの個体数とジョロウグモの網の面積 !
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